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序 文

厚真町は、胆振・日高地区屈指の豊かな水田地帯を有する大いなる田園都

市であります。 この穀倉地帯を潤す厚真川は夕張山地の南端を源として流れ、

農作物への恩恵を授ける大切な河川でもあります。 この豊かな厚真川と豊か

な‘‘ふるさと厚真”を更なる発展へと進めるために、農業用水確保と治水対

策を主な柱とした多目的ダム「厚幌ダム」が、平成7年度に本格着工されま

した。

さて本書はこの厚幌ダム建設に先駆けて沈み行く地域に残された埋蔵文化

財の記録保存を目的として発掘調査された厚幌1遺跡の調査報告書でありま

す。本書は平成24年度の発掘成果を記載するもので、約500年前のアイヌの

人たちが残した道跡や、約5，500から4，000年前の土器や石器のほかシカの

落とし穴も多数見つかっています。

厚幌ダム建設事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、今後も数ヵ年にわたり

継続される予定でございますが、 このような貴重な埋蔵文化財を地域の教育

的資源、文化的財産として普及活用を推し進めてまいりたいと思う所存でご

ざいます。また本書が広く埋蔵文化財の保護並びに調査・研究の一助となれ

ば幸いに存じます。

最後となりましたが、調査・整理・報告にあたり御指導、御支援を賜りま

した関係諸氏ならびに関係機関に、誠に厚く、感謝申し上げる次第でありま

す。

厚真町教育委員会

教育長兵頭利彦
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l.本書は、平成24年度に行った厚幌ダム建設事業に伴い発掘調査された厚幌1遺跡（登載番号:J-13-25)の発掘

調査報告書である。

2．発掘調査は、北海道胆振総合振興局室蘭建設管理部（旧北海道室蘭土木現業所）の委託を厚真町教育委員会が受

託した。

3．調査・整理は以下の体制で行った。

調査担当者：奈良智法・乾哲也

調査員：岩橋由久

調査補助員：服部一雄

測量技能作業員:大山眞由美海津孝之写図工：畑嶋朝江整備技能作業員： 日野修畑嶋雄樹

発掘作業員22名整理作業員11名

奈良：遺構写真図版作成、遺構図作成、土器･礫石器･剥片石器実測

乾 ：統括･渉外

4．本書の編集は乾の協力を得て奈良が行い、各節の執筆は、奈良以外の執筆について文末に記す。

5．遺物の写真撮影：有限会社スタジオクリーク佐藤雅彦

6．剥片石器実測･写真、復元土器実測の一部：株式会社トラスト技研に委託

7．地形測量委託･礫石器実測委託写真撮影：株式会社シン技術コンサルに委託

8．本調査によって得られた資料等は、厚真町教育委員会で保管している。

9．調査･報告にあたって下記の機関および個人より御指導御協力を頂き、記して感謝申し上げます。

北海道教育庁生涯学習推進局文化財･博物館課、北海道胆振支庁、胆振総合振興局室蘭建設管理部厚幌ダム建設

事務所、苫小牧駒澤大学、札幌学院大学人文学部、公益財団法人北海道埋蔵文化財センター、地方独立行政法人北

海道立総合研究機構地質研究所、千歳市埋蔵文化財センター、苫小牧市美術博物館、平取町沙流川歴史館、平取町

立二風谷アイヌ文化博物館、浦河町立郷土博物館、恵庭市教育委員会、新ひだか町教育委員会、 日高町教育委員会、

富良野市教育委員会、星の降る里百年記念館、厚真町幌内自治会、 （有)講神組

青野友哉、

柏木大延、

鈴木信、

中田裕香、

三浦正人、

赤石慎三、阿部明義、天方博章、伊藤昭和、臼杵勲、右代啓視、小野哲也、小野寺聡、

川内谷修、工藤研治、熊谷仁志、小山卓臣、斉藤大朋、佐藤一夫、澤田健、杉浦重信、

高橋理、高橋和樹、田口尚、 田才雅彦、田近淳、田中哲朗、種市幸生、鶴丸俊明、

長沼孝、長町章弘、西脇対名夫、長谷山隆博、畑宏明、広田良成、福井淳一、藤原秀樹、

宗像公司、森岡健治、藪中剛司、山田央、吉田正明

長田佳宏、

鈴木琢也、

土肥研晶、

丸山浩治、
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凡例

本書の遺構・遺物等について下記の略号を用いた。なお、層位がこれらの略号に付加している。

〔遺構〕士坑:P Tピット :TP焼士:F

〔遺物〕土器: P縄文士器: JP続縄文土器:ZP剥片石器:FT礫石器: ST礫: S フレイク ・ﾁｯﾌﾟ （黒曜石

頁岩製) :FCフレイク ・ﾁｯﾌ｡ (緑色泥岩･片岩製) : SFC石製品: SP炭化種子: SD

〔遺物等集中〕 土器片集中:PB礫集中: SB炭化物集中:CB 獣骨集中:BB フレイク ・ﾁｯﾌﾟ集中:FCB

地層等について下記の略号を用いた。

〔堆積土〕 樽前a砂質降下火山灰:Ta-a 駒ケ岳c2砂質降下火山灰:Ko-c2樽前b降下軽石:Tab

有珠b降下火山灰:Us-b 白頭山一苫小牧火山灰:BTm 樽前c砂質降下軽石:Ta-c

樽前dl細礫質降下スコリア:Ta-dl 樽前d2中礫質降下軽石:Ta-d2.p恵庭岳a降下軽石:En-a

黄褐色粘土質シルト （いわゆるローム) :L 撹乱:KR

〔色調〕 小山・竹原編著(1994) 『新版標準土色帳』に従った。

〔注記〕 士層注記は下記の略号を用いて、左側より混合比率の順列をつけている。また、混入土については

（ ）内に粒径（単位:mm)、状態を記載した。

混入土の比率

A+B:AとBが同量比混じる A-B:Aを主体にBが多量に混じる

A=B :Aを主体にBが少量 A=B:Aを主体にBが微量

の ：粒径（単位．mm) 1 :以下 （状態) :斑状に混じる．均一に混じる

〔層位〕 標準堆積層はローマ数字を用い、遺構覆土や風倒木撹乱などの二次的に堆積したものにはアラビア

数字を用いた。また、一覧表中には下記の略号を用いている。

U:上位 M:中位 L :下位

[Tピット〕第Ⅲ章第3節のTピット堆積図には以下のトーンを用いた。

1

２

｢~~~~1:v層 n~｢｢nl:v!層 E]:Ⅶ層E3:Ⅷa層 ’二コ:Ⅷb層

｜－1:粘士層 隔詞: {沙層 職1:砂~礫「~河:礫 「〒1:互層堆積

｢~1:Tad1(再) [=1: ﾛｰﾑ(再)[==]:パミスr可:粘土質ｼﾙﾄ層
〔焼土･獣骨集中〕 被熱による土壌赤色化の度合い等の表現に以下のトーンを用いた。

＜二>:嬢圭燃雛伽蕊“○:付帯黒色部繍”○:燐土粒範”
○:…“ ＜二＞鍵憎片飾布鍾．○:綾化物簾中蕊”

3．挿図は基本的に次のように縮尺を統一したが、異なるものについては図中スケールに縮尺を明記している。

基本土居： 1／40遺構配置図: l/800 1/200土坑: 1/20 Tピット : 1/40焼土･灰集中: 1/20

集中遺物出土状態: 1/10 1/20 1/50

土器実測図： 1／3 土器拓影図： 1/3 剥片石器・石製品実測図: 1/2 礫石器実測図: 1/3 1/4

4．遺構実測図中に以下の線種・ トーンを用いている。

〔線種〕一一一一一一 ：オーーバーハング－一一： トレンチ－－－－－：撹乱・ トレンチによる遺構推定

V11
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〔柱穴〕 住居跡柱穴の断面図において、 しまりの強い壁面に斜線を用いている。

〔断面〕瞬副 ：柱穴の壁面周辺が強くしまる部分
5．土器･石器の挿図および写真図版の番号に後続する枝番号は同一個体表記である。

6．遺物実測図中に以下の略号を用いている。

〔断面] V V:たたき痕 | :剥片石器微細剥離／礫石器擦り痕・滑沢面

〔平面］ ［ －:滑沢圃謹闇 繍繍被熱による赤色化/付着物純|JII
覧表中の材質については、奈良が肉眼観察で分類し、下記の略号を用いた。緑泥片岩は緑色泥岩に含めている。

また、頁岩・泥岩の分類については、粒度による基準ではなく、破断面等の肉眼観察のによるものである。

Aga. :メノウ Aga-Sh. :メノウ質頁岩 Amp. :角閃岩And. :安山岩 Bl Sch. :青色片岩Bl Sch. : 2

7

;緑色泥岩

蛇紋岩Sh

花崗岩 Gr-Mud 山
石
ｕ

泥
Ｔ

，
山
石

ｄ

頁

ｕ
Ｍ
ＭCha. :チャート Con. :礫岩 Dio. :閃緑岩 Gra. : 71

LL‐ lL1 r可

ﾉｰ1石ごaQua. :珪岩Sch 砂岩Sel 凝灰岩石英

Rod

黒曜石Qu.

：凝灰質砂岩

0bs.

Tu-Sa ロジン岩
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ふりがな あつぼろいちいせき

収録遺跡 厚幌1遺跡
｜

所在地｜勇払郡厚真町字幌内487-6･8･9･15･18二級河川厚真川河川敷

市町村コー ド 01581

遺跡番号 25

北 緯' 42° 45' 48
〃

東 経 148
○

59
ノ

20
〃

調査期間 2012年5月9日 ～ 2012年7月20日

調査面積'2,070㎡

調査原因厚幌ダﾑ建設
種 別集落跡
主な時代 アイヌ文化期､続縄文文化期､縄文時代前期･中期･後期。

主な遺構譲鞘搬駕孫徹篭篭塁職圃羅蝋圭壼鍬襲中,グ
｜所。

主な遺物 静内中野式･柏木川式･北筒式･余市式土器､石器､剥片類､石製品､礫。

要 約

今年度の発掘調査は厚真川本流に近い河岸段丘縁辺部の調査も行ったが､縄文時代の遺構､遺物は僅少
であった｡しかし､山側(南側)にはTピットをはじめ､小士坑群が密な分布を示している｡出士士器について
は､縄文時代前期前葉に推定できる繊維を多量に含む士器､北筒式土器が少量､余市式土器が主体的に出
土している｡今回の調査で特筆する点としては､余市式土器(VPB-05)に直接地滑り堆積物が被覆している
ことによって､厚真川上流域のイベント時期がより明らかになったことが挙げられる。
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